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●償却上⼿α Version 4.202 
 
 
 

 登録・⼊⼒・計算書 

 資産データ⼊⼒ 
① 償却資産税タブの「増加事由」の初期値を「新品取得」に変更しました 

 新規会社登録・修正・削除 
① 新規会社登録時、事業期間を設定すると、「償却資産申告処理」の区分が「有り」に切り替わる 

ように変更しました。 
② 法⼈番号検索に対応しました。法⼈番号で Home を⼊⼒すると検索画⾯に進む事ができます。 

法⼈情報検索で検索後、該当する会社を選択すると、法⼈番号だけでなく、法⼈名・郵便番号・住所・フ
リガナ等の各情報を、基本情報画⾯の該当欄に転記する事ができます。 

 
 
 その他の改良、修正を⾏いました。 
 
※詳細は、次ページからの“減価償却ｄｂ（VERSION:4.202）の変更点”を参照してください。 

 
 
 
 
 

 
 

当プログラムは、マイクロソフト社のサポート対応終了に伴い、Windows XP・Vista・7 搭載機へのインストールは
不可となっています。 

 

 
※他のＩＣＳシステムとマスターのやり取りを⾏われる場合は、他のＩＣＳシステム側も当改正対応プログラム 

のインストールを⾏い、バージョンを統⼀してください。 
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減価償却ｄｂ（VERSION︓4.202）の変更点 

改良内容 
 

Ⅰ.登録・⼊⼒・計算書 
 

１）資産データ⼊⼒ 
①増加事由 

    ・償却資産税タブの「増加事由」の初期値を「新品取得」に変更しました。 

 
２）新規会社登録・修正・削除 

①償却資産申告区分 

    ・新規会社登録時、事業期間を設定すると、「償却資産申告処理」の区分が「有り」に切り替わる 

ように変更しました。 
 

   ②法⼈番号検索対応 
    ・法⼈番号で Home を⼊⼒すると検索画⾯に進む事ができます。 
     法⼈情報検索で検索後、該当する会社を選択すると、法⼈番号だけでなく、法⼈名・郵便番号・

住所・フリガナ等の各情報を、基本情報画⾯の該当欄に転記する事ができます。 
     例）⽇本ＩＣＳを検索する。 
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Ⅱ.導⼊・更新 
 

１）翌期更新 
①償却資産税の「課税標準の特例」に関しての対応 

 ・「課税標準の特例」は翌年も適⽤可能なケースもありますが、「新型コロナウイルス感染症 

の影響により事業収⼊が減少した中⼩企業者等の令和３年度分の固定資産税・都市計画税の 

軽減制度」のように、１年のみの場合もあるため、「□課税標準の特例を翌年度も継続する」 

を選択している場合は注意が必要です。 

翌期更新時に下記のような警告メッセージを表示するようにしました。 

 

    ｟償却資産税の更新｠ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   ｟参考資料｠「新型コロナウイルス感染症の影響により事業収⼊が減少した中⼩企業者等の 

固定資産税・都市計画税の軽減制度」 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ＊課税標準の特例を「有り」にし、割合を⼊⼒します。 

      １／２…１／２と⼊⼒ 種類別明細書等の「課税特例」欄には“0102”と表示。 

      ゼロ …０／０と⼊⼒ 種類別明細書等の「課税特例」欄は空⽩、課税標準額も空⽩。 
 

                          ⇒０／０と⼊⼒しますが、再表示は空⽩です。 
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 ＊検索絞込で対象資産を絞込み、⼀括修正の償却資産税項目で「課税特例」を指定して修正する 

      と、複数資産に⼀度に設定できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ.通信・移動 
 

１）減価償却マスターコピー 
①上書きコピー 

    ・上書きコピー開始時、転送先マスターの退避コピーを⾏い、エラーになった場合に復元できる 

     ように改善しました。 
 

 

修正内容 
 

Ⅰ.登録・⼊⼒・計算書 
 

１）資産データ⼊⼒ 
①⼀括償却計算画⾯の実額修正 

    ・⼀括償却の「損⾦算⼊額」を実額編集し、再起動を⾏うと「必要経費算⼊額」が自動計算結果 
に戻っていたのを修正しました。 

 
②コンボボックスの表示 

    ・科目数が多い場合に、科目のコンボボックスが正しく動作していなかったのを修正しました。 
    例）「F7 ⼀括修正」／「資産コード変更・挿⼊・再付番」／「コートﾞ空番挿⼊」で、科目リス 

トを表示した際に、科目が数十件ある場合、スクロールバーが表示されず科目が選択できない 
場合等があったのを修正しました。 

 
２）財務仕訳作成 

①⼀括償却資産の仕訳 
・⼀括償却資産で仕訳を作成する場合、設定されている科目に従って仕訳を作成するように修正 

しました。 
例）各種設定で⼀括償却専⽤で科目を登録している場合 

「連動仕訳登録」の基本相手科目に初期値で設定された以外の科目を選択していると、⼀括償
却科目が、そこで選択した科目で作成されていたのを修正しました。 

 
   ②空欄科目 

・減価償却ｄｂ単独マスター（財務非連動）で、財務仕訳作成をするときの「連動仕訳登録」の画
⾯で、「科目コ―ド」を Delete で空欄にしても、空欄が保存されていなかったため、未確定科
目とする事ができなかったのを修正しました。 
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Ⅱ.導⼊・更新 
 

１）翌期更新 
①⼀括償却未経過資産 

    ・⼀括償却が「合計方式」のマスタ―で、「償却が完了した⼀括償却資産を抹消する」のチェック 

をＯＮにして更新をすると、未経過の⼀括償却資産が抹消されていたのを修正しました。 

＊「明細方式」のマスターの場合は問題ありません。 

＊前年度からの更新も修正しました。 

 

以上 


